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山口県 PTA 連合会長も務められている川﨑裕美さん。お子さんが厚南小学校を卒業し

ておられ、地域に住む厚南小のお母さんとして厚南地区の子どもたちを見守り、支えてく

ださっています。  

 厚南小学校の地域連携コーディネーターとして３年前から活躍されていて、地域と学校

とがどうあるべきかを一緒に考えてくださったり、地域で様々な活動を企画してくださっ

たりしています。  
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 学校と地域をつなぐことはすごく大変なことだと思うけれど・・・？ 

 今後、学校と共にやってみたいことは？ 

 

今日はぼくが川崎さんに地域コーディネーターの仕事についてインタビューする

よ。地域コーディネーターってどんなお仕事をしているの？ 

 学校運営協議会だより「楽しくナ～レ」の発行をしています。夏休み

に行われた「おうち☆ごはん」のレシピコンテストも私たち学校運営協

議会で主催しています。中学校とも連携して開催しているんですよ。 

また、学校と地域との連携活動についての記録をしています。学校と

家庭と地域がどんな風に関わりをもっていて、どのようにしていくとよ

いかを考えています。 

 

大変なことよりもやりがいの方が大きいです。９年間の PTA 活動を通

して私自身、いろいろな人に支えられていることに気付きました。何か

恩返しできないかと思い、今この活動をしています。 

地域連携コーディネーターとして、「子どもと大人」や「大人と大人」

の「人と人とのつながり」が生まれたらよいなといつも考えています。 

 

「子どもが学んだことを地域で生かせる」そんな地域を目指していま

す。例えば学校の家庭科で白玉作りを習ったとします。その時、地域と

学校で連携をして、「白玉を作ってぜんざいを振る舞う」企画なんかが

できたらいいですよね。子どもたちが習ったことを安心して社会で生か

せる環境づくりをしたいです。 

そんな地域づくりをみんなでしていきませんか？まずは、地域活動に

参加することから始めませんか？ 

 

 

 


